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第一節 研究史の流れとその整理  ―三つの研究視角から―  
  第二節 本稿の課題と構成  
第一章 九条家領「土佐国幡多郡」の成立とその特質  
はじめに  
第一節 九条家領の成立と伝領  
（一）九条家領の成立  
（二）九条兼実による家領処分  




第三節 「土佐国幡多郡」という存在形態  




第二章 所謂「金剛福寺文書」に見る「先例」とその効用  
―正嘉元年一一月付前摂関家政所下文写の検討を中心に―  
はじめに  




  第二節 先例の成立 ―その応用と影響  
   （一）先例の成立－金剛福寺への再建援助と供養奉加  
   （二）先例の増加－金剛福寺に対する特権の容認  
  第三節 金剛福寺の行動の背景  
  おわりに  
第三章 中世幡多地域における金剛福寺の存在形態と地域社会  
  はじめに  
  第一節 在地の中の金剛福寺  
   （一）一条家による奉加の実態  
   （二）堂舎再建に見る地域的支援の実態  
   （三）金剛福寺住僧とその周辺  
  第二節 幡多荘における金剛福寺の役割  
   （一）観音寺領の代請について  
   （二）香山寺「南佛領」の実態  
   （三）香山寺に対する寺領譲与の本質  
  おわりに  
補論 所謂「金剛福寺文書」について  
第四章 長宗我部地検帳にみる戦国期の幡多荘  ―「郡」と「庄」の表示からの検討―  
  はじめに  
  第一節 長宗我部地検帳における二種類の表示の存在  
  第二節 検地役人の認識と「庄」表示の特質  
   （一）役人の編成と前任地における表示  
   （二）「庄」「分」の表示とその特質  
  第三節 「幡多庄」表示と金剛福寺領  
  おわりに  
第五章 室町末期幡多荘の実態と特質の検討  
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―『桃華蘂葉』『大乗院寺社雑事記』を主な材料として―  
  はじめに  
  第一節 室町末期一条家の家領とその経済  
   （一）室町末期の一条家領  
   （二）室町末期の一条家の経済  
  第二節 関東伝領地という由緒  
   （一）幡多荘の伝領経緯  
   （二）三ケ所の鎌倉幕府伝領地の比較  
  第三節 一条教房幡多下向の性格とその成果から見える「幡多郡」の実態  
   （一）教房の幡多下向における成果  
   （二）幡多下向計画説の検証  
   （三）知行地という認識  
   （四）「幡多郡」における権力構造の変換  
  おわりに  ―何が有名無実なのか  
終章  
 第一節 各章の総括  
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問題の範疇を超えている。その意味では、本論文の構成の弱点が露呈した結果といわざる
をえないが、著者の真のねらいが土佐一条家の研究である以上、本論文における記述は今
後解決されるべき課題でもあり、室町期の土佐の状況については具体的な事例の発掘とと
もに一層の理解の進展を期待したい。  
本論文は、これらの課題を有するとはいえ、それらは、著者が今後研究を発展させる過
程で克服し、解決することを期待できるものであり、先述した意義を合わせて考えれば、
論文としての成果を損なうとはいえない。よって、本論文は博士（文学）の学位を授与す
るに相応しいと判断する。  
